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第'50号響さわや0、2009年7月 13 日

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
<
り
を
目
指
し
て

・
・バ
リ
ア
フリ
l新
法
を学
ぶ
・
・

北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
(障
団
連
)
主
催

七
月
三
日 
(金
) 
午
後
七
時

よ
り
、
障
団
連
主
催
の
研
修
会
が
、

ウ
ェル
と
ば
た
六
階
に
て
行
わ
れ
、

「さ
わ
や
か
」
か
ら
四
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
北
九
州
市
建

築
都
市
局
指
導
部
建
築
指
導
課

の
今
崎
頼
子
氏
を
お
迎
え
し
て
、

「バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
を
学
ぶ
、

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
~
建
築
物
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
~
」
に
っ
い
て
講
座
が

あ
り
ま
し
た
。

始
め
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
I
の

取
り
組
み
と
し
て
、
「バ
リ
ア

フ
リ
ー
新
法
」
と
「福
岡
県
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
の
二

っ
に
分
け
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
は
、
平

成
十
八
年
に
成
立
さ
れ
、
従
来

に
は
「ハ
ー
ト
ビ
ル
法
」
と
「交

通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
」
が
あ
り
、

そ
れ
を
統
合
・拡
充
し
た
も
の

が
「バ
リ
ア
フリ
ー
新
法
」
で
す
。 

公
共
の
福
祉
の
増
進

法
律
の
目
的
は
、
建
築
物
、

道
路
等
を
、
高
齢
者
や
障
害
者

等
の
移
動
及
び
施
設
の
利
用
上

の
利
便
性
と
安
全
性
の
向
上
の

促
進
を
図
る
事
に
よ
り
、
公
共

の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
事
で
す
。 

そ
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

に
は
、
「特
定
建
築
物
」
と
「特

別
特
定
建
築
物
」
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

特
定
建
築
物
と
は
、
多
数
の方
々

が
利
用
す
る
建
築
物
で
、
特
別

特
定
建
築
物
と
は
、
不
特
定
か

っ
多
数
の
方
々
や
主
と
し
て
高

齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る

も
の
で
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
事
が
特
に
必
要
な
建

築
物
で
す
。 

地
域
社
会
を
築
く

次
に
、
「福
岡
県
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
に
っ
い
て
話

が
あ
り
、
福
岡
県
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
は
、
平
成
十
年
度

に
施
行
さ
れ
、
目
的
は
、
す
べ

て
の
県
民
が
、
日
常
生
活
、
社

会
活
動
を
し
て
い
く
上
で
の
バ

リ
ア
と
な
る
も
の
を
取
り
除
き
、

社
会
、
文
化
、
経
済
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
活
動
に
自
ら
の
意

思
で
参
加
で
き
る
い
き
い
き
と

し
た
地
域
社
会
を
築
く
事
で
す
。

条
例
に
は
、
「ま
ち
づ
く
り

施
設
」
と
「特
定
ま
ち
づ
く
り

施
設
」
に
分
か
れ
て
お
り
、
ま

ち
づ
く
り
施
設
と
は
、
病
院
、

劇
場
の
他
、
不
特
定
か
っ
多
数

の
方
が
利
用
す
る
部
分
を
有
す

る
施
設
で
、
特
定
ま
ち
づ
く
'り

施
設
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
施
設

の
う
ち
、
計
画
の
届
け
が
必
要

な
も
の
で
す
。

誰
も
が
、
安
全
か
つ
快
適
に

利
用
で
き
る

今
回
の
日
食
は
、
場
所
に
よ

っ
て
は
皆
既
の
始
め
か
ら
終
わ

り
ま
で
の
時
間
が
、
最
長
6
分

44
秒
と
、
21
世
紀
起
こ
る
皆
既

日
食
で
は
も
っ
と
も
長
く
、
太

陽
の
高
度
も
高
い
の
で
最
高
の

条
件
と
な
り
ま
す
。

皆
既
日
食
を
見
ら
れ
る
地
域
は
、

奄
美
大
島
北
部
、
ト
カ
ラ
列
島
、

屋
久
島
、
種
子
島
南
部
、
北
硫

黄
島
、
硫
黄
島
な
ど
で
見
ら
れ
、

ま
た
、
全
国
各
地
で
は
、
部

分
日
食
が
見
ら
れ
ま
す
。

全
国
各
地
で
、
午
前
9
時
30

分
以
降
、
昼
に
か
け
て
見
ご
た

え
の
あ
る
部
分
日
食
を
楽
し
め

7
月
22
日
各
地
の
日
食
の
時
刻

日
本
気
象
協
会
H
p
よ
り

ま
す
。 

(読
売
新
聞
ょ
り
抜
粋
)

皆
既
日
食
と
は

太
陽
が
月
に
よ
っ
て
す
っ
ぽ
り

と
隠
れ
、
あ
た
り
が
瞬
く
間
に

暗
く
な
っ
て
い
く
現
象
を
皆
既

日
食
と
い
い
ま
す
。

皆
既
日
食
の
し
<
み

太
陽
と
月
の
見
え
る
方
向
が

重
な
っ
て
月
が
太
陽
を
覆
い
隠

す
現
象
を
日
食
と
い
い
、
太
陽

の
一部
だ
け
を
隠
し
た
と
き
を

部
分
日
食
、
太
陽
と
月
の
見
え

る
方
向
が
ぴ
っ
た
り
と
重
な
っ

た
と
き
を
皆
既
日
食
あ
る
い
は

金
環
日
食
と
い
い
ま
す
。

皆
既
日
食
で
は
月
が
太
陽
を

完
全
に
覆
い
隠
し
て
し
ま
い
ま

そ
の
他
の
条
例
に
、
整
備
基

準
が
あ
り
ま
す
。 整
備理
準
と
は
、

建
物
の
出
入
口や
廊
下
の幅
な
ど
、

誰
も
が
施
設
を
安
全
か
っ
快
適

に
利
用
で
き
る
為
に
必
要
と
な

る
寸
法
や
仕
様
な
ど
を
定
め
た

基
準
で
あ
り
、
望
ま
し
い
基
準

と
は
、
整
備
基
準
よ
り
高
い
水

準
で
の
取
り
組
み
を
期
待
し
て

設
定
す
る
基
準
の
事
で
す
。

続
い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

に
基
づ
く
北
九
州
市
内
建
設
物

の
状
況
で
、
ウ
ェ
ル
と
ば
た
を

事
例
と
し
て
紹米-,が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
が
あ
り
、

午
後
八
時
三
十
分
に
終
了
し
ま

し
た
。
. 

7
月22
日46
年
ぶtl
の
皆
既日
会
が
見
れ
ま
ii' ・ 

す
が
、
金
環
日
食
で
は
月
の
周

囲
に
太
陽
の
光
が
輪
に
な
っ
て

残
っ
て
見
え
ま
す
。

皆
既
日
食
は
世
界
的
に
年
間

一度
く
ら
い
の
割
合
で
起
こ
り

ま
す
が
、
見
ら
れ
る
地
域
が
帯

状
の
非
常
に
狭
い
範
囲
に
限
ら

れ
る
た
め
に
、
日
本
で
見
ら
れ

る
の
は
46
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。 

三
〇
〇
年
に
一度
の
奇
跡

次
回
日
本
国
内
で
皆
既
日
食

が
見
れ
る
の
は
26
年
後
の
二
〇
 

三
五
年
、
同
じ
地
域
で
皆
既
日

食
が
、
見
ら
れ
る
の
は
三
〇
〇
 

年
に
一度
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

(イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
) 


